
「データプラットフォームくれ」を活用せよ！
広島県呉市からの発信データを活かしたまちづくりアイデアコンテスト

LRTを核とした 
ネットワーク型コンパクトシティ形成のご提案

チーム : KM-FRONTIR
       メンバー：Depyuty‧WALLTK



アイデア概要

核となるハードウェア：LRT 2

LRTを核とした
 ネットワーク型コンパクトシティの形成

× コンパクトシティ         スーパースマートシティ

賑わい           多様性

公平性           ⾃律性

地域共⽣社会         脱炭素社会

                地域経済循環社会



呉市の課題認識
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⼈⼝減少社会
交通ドライバー不⾜

市内過疎部における空洞化の進⾏
⼀部⽣活施設の

⼈⼝カバー率の低さ

部分的∕⽬先対応では持続可能な社会は実現不可

⾼齢者の
免許返納推

進

少⼦⾼齢化

脱炭素化



⼩⼿先対応の限界
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問題 根本原因 ⼩⼿先対応の限界 根本対応

少⼦⾼齢化‧⼈⼝減少 出⽣率の低下
若年層の都市部への流出

⼀時的なインセンティブや施設改善では、
⻑期的な⼈⼝動態に影響を与えることは困
難。

地域全体の魅⼒向上、持続可能な経
済発展の促進、⻑期的な移住促進
策。

市内過疎部における空洞化 都市部への⼈⼝集中
少⼦⾼齢化

短期的な施設投資では、恒常的な⼈⼝流⼊
や経済活動を⽣み出すことが難しい。

継続的な地域開発、地元産業の振
興、都市と地⽅の連携強化

交通ドライバー不⾜ 労働⼈⼝の減少
路線バスは慢性的⾚字

⼀時的な賃⾦上昇や募集強化では、持続的
な⼈材確保には繋がらない。 運輸システムの完全⾃動化

⼀部⽣活施設の
⼈⼝カバー率の低さ ⼈⼝分布の偏り 限られたエリアの施設拡充では、広範囲の

需要に応えることができない。 分散型サービスモデルの導⼊。

脱炭素化 室効果ガス排出量の⾼さ
現⾏の交通システムのままで部分的なエネ
ルギー効率化では、総合的な温室効果ガス
削減には不⼗分。

低炭素または無炭素の交通システム
への転換。

◆  アプリ開発やバス路線最適化では持続可能な社会実現の抜本的解決策とはならない！



呉駅前 広駅前

中通1丁⽬ 広交叉点

四道路 新広駅前

本通3丁⽬ 阿賀駅前

呉本通4丁⽬ 郷

呉本通8丁⽬ 原

⻄畑 中畑

抜本的解決策の⾻⼦
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1.LRTを核とした都市改造
 ‧効率的で環境に優しい移動⼿段の提供
 ‧沿線での重要な市⺠サービス提供と住宅地集約
 ‧商業∕教育∕医療整備

2.ビジョン
 ‧持続可能且つ都市機能集中型の都市を⽬指す
 ‧市内過疎部の課題を認識し資源の効率的利⽤を図る

3.市内過疎部の再編成
 ‧過疎部住⺠へのサービス最適化
 ‧移住⽀援‧リロケーションプログラムの提供
 ‧⼀部地域への資源集約で、サービスの質∕アクセスを改善



実施計画
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⼤綱

LRT

バス

市⺠⽀援

基本構想/計画

基本構想/計画

⼀部廃線限定的路線短縮/減便計画事業者連絡
協議会発⾜

整備基本構想/
計画

運⽤
（アジャイル思想で最⼩単位を継続リリース）

移住⽀援策/リロケーションプログラム実施



呉市および市⺠が享受するメリット
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1.⻑期的な効率性
 ‧⻑期的な経済効率性‧持続可能性の確保
 ‧⼤規模インフラ維持不要∕環境負荷の軽減

2.市⺠サービスの質の向上
 ‧⽣活の質‧効率性‧アクセスの向上
 ‧限定地域への集中投資によるサービスの質改善

3.市内過疎部の適切な対応
 ‧過疎部住⺠への特別な配慮‧サポート
 ‧市街部への移住促進や地域再⽣を通じた⻑期的利益の創出

ネットワーク型コンパクトシティの模式図

コンパクトシティ概念図（国⼟交通省ＨＰより）



利⽤したデータと前提となる考え⽅
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＜利⽤したデータ＞
‧いきいきパス利⽤データ  ‧呉市出⾝者へのヒアリング
‧地図データ        ‧その他、国‧地⽅公共団体等が開⽰する基本統計データ、都市計画書等2次データ

＜前提となる考え⽅＞
「いきいきパス利⽤データ」について
❏ ⾼齢者層の⾏動様態を⽰す有⽤なデータ。
❏ 市⺠全体を語らない。
❏ バス利⽤しない⾼齢者も語らない。

❏ 利⽤においては『市全体の課題‧解決策の補助的データ』として取扱う。



データから⾒えたこと
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 ◆ 呉駅+その周辺＝呉市中核的拠点
         ↓
 ◆ LRT：呉駅〜広駅を半円上に整備。
     呉本通8丁⽬〜昭和市⺠センター〜⼤屋橋を結ぶ。

利用停留所ランキング(全体の1%以上) 総利用回数

呉駅前 1,556,802 16.20%

本通３丁目（呉市） 425,682 4.43%

鍋桟橋 292,776 3.05%

昭和市民センター 212,751 2.21%

本通４丁目（呉市） 191,868 2.00%

広市民センター 189,441 1.97%

四道路 171,407 1.78%

阿賀駅前 145,726 1.52%

（昭和循環）昭和市民センター 140,190 1.46%

吉浦駅前 114,652 1.19%

西畑 114,450 1.19%

呉市役所前 108,209 1.13%

中通１丁目 105,492 1.10%
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データから⾒えたこと

◆ 利⽤者分布：10時台をピークに、その前後2-3時間での利⽤が多い。これは現役世代の通勤ラッシュ時間とは異なっている。
  ➨朝⼣は現役世代‧昼間は⾼齢者を中⼼として幅広い時間帯での⼀定の輸送密度確保が可能。
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データから⾒えたこと

利⽤年⽉/曜⽇別の利⽤者分布では…ー

◆ 最⼤利⽤⽇：⾦曜⽇ ∕ 最⼩利⽤⽇：⽇曜⽇
◆ 平⽇の利⽤が中⼼ ∕ ⼟⽇：3〜5割前後落ち込む
◆ 繁忙期：4〜6⽉，10〜12⽉ ∕ 閑散期：1‧8⽉

Ⅰ：LRT構想のもとでは、効率的な運⾏ための補助データとなり得る。

Ⅱ：閑散期(1⽉と8⽉)は学校の休暇期間。
  よって、学⽣らへのLRT利⽤促進キャンペーン実施が必要と思われる。



評価
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Ⅰ：年間運賃収⼊は推定12億円。 
  但し、⼤胆な仮定と細かな計算は省略。

Ⅱ： 費⽤⾯の検討が必要。
  しかし採算に乗せることができる可能性はあるものと思料。



まとめ

未来へ繋ぐ、持続可能な都市計画 
LRTを核としたコンパクトシティの実現
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1.⻑期的視点: 
今の住居分散の元では、同質の市⺠サービスを提供し続けることは困難。
また⼩⼿先対応も根本解決にならない。     →   思い切った選択と集中を⾏うべき。

    2.全市⺠の包摂: 
            過疎部住⺠への重点的な配慮‧サポート 住⺠を取り残さない変⾰

全市⺠がアクセスしやすい交通システムを構築し、社会参加∕⽣活の質の向上を図る。

3.経済的‧環境的利益: 
       広範囲にわたる⼤規模なインフラの必要性と維持管理コストを軽減

LRTでの交通効率化を図ることで、環境負荷の軽減を実現する。


